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平成２６年度 第３回千葉市社会福祉審議会児童福祉専門分科会 議事録 

 

１ 会議の名称 平成２６年度第３回千葉市社会福祉審議会児童福祉専門分科会 

 

２ 開 催 日 時 平成２６年１１月４日（火）午後１時３０分から午後３時３０分 

 

３ 開 催 場 所 千葉市総合保健医療センター ４階 会議室 

 

４ 出 席 者 【委員】 

中澤潤委員（専門分科会長）、三須和夫委員、池田孝子委員、大場隆委員、 

小野満佐子委員、細野雅子委員、山﨑淳一委員、木村章委員、上妻陽子委員、 

佐藤愼二委員、清水幸子委員、中溝明子委員、畠山一雄委員、日暮規夫委員、 

堀内利男委員、宮元純子委員 

       【事務局】 

石井こども未来局長、片桐こども未来部長、植草こども企画課長、渡邉健全育成課長、 

丸山こども家庭支援室長、松浦保育支援課長、若菜保育運営課長、高須児童相談所長 

伊藤担当課長 

 

５ 議題及び報告事項 

議題    （１）分科会会長の選任について 

（２）「夢はぐくむ ちば こどもプラン」（後期計画）平成２５年度進捗状況につい

て 

（３）「（仮称）千葉市こどもプラン」の策定について 

（４）里親認定の適否について 

報告事項  里親の区分変更について 

 

６ 議事の概要 

議題（１）分科会会長の選任について 

委員の互選により、中澤委員を分科会会長とすることに決定した。 
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議題（２）「夢はぐくむ ちば こどもプラン」（後期計画）平成２５年度進捗状況について 

   事務局から、当該計画の平成２５年度進捗状況について説明があり、それに対し、各委員か

ら、病児・病後児保育事業の平成２６年度末までの進捗見込みについて等、質問・意見が示さ

れた。審議の結果、原案どおり公表することとして答申することを決定した。 

議題（３）「（仮称）千葉市こどもプラン」の策定について 

   事務局から、千葉市こどもプラン策定方針について説明があり、それに対し、各委員から、

児童虐待防止対策の充実に関して、乳幼児健康診査がとても重要である等、質問・意見が示さ

れた。 

議題（４）里親認定の適否について【非公開】 

事務局から、４件の里親候補者について説明があり、審議の結果、「適格」として答申するこ

とを決定した。 

  報告事項 里親の区分変更について【非公開】 

 事務局から、１件の里親の区分変更について報告があった。 

 

７ 会議の経過 

鈴木補佐： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

只今から、平成26年度第３回千葉市社会福祉審議会児童福祉専門分科会を開

会させていただきます。 

私は、本日、司会を務めさせていただきます、こども企画課課長補佐の鈴木

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、まず、お配りしております資料の確認をさせていただきます。 

次第、委員名簿、席次表、会議資料ですけれども、資料１につきましては事

前に郵送しておりますが、資料１－１から１－３までございますが、１－２に

つきまして誤りがございましたので、再度机上に配付させていただいておりま

す。 

それと、本日、お配りしている資料ですが、資料２としまして、議題（３）

「（仮称）千葉市こどもプラン」の策定について、資料３としまして、議題（４）

里親認定の適否について、資料４としまして、報告事項、里親の区分変更につ

いてでございます。あと、次回の12月の予定確認表につきましても配付させて

いただいております。 

不足等ございますでしょうか。あれば事務局にお申しつけください。 
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大場委員： 

鈴木補佐： 

細野委員： 

鈴木補佐： 

 

佐藤委員： 

鈴木補佐： 

 

中澤委員： 

鈴木補佐： 

 

石井局長： 

 

なお、資料３と４の里親関係の資料につきましては、個人情報が含まれてお

りますので、会議終了後、回収させていただきます。 

あと、飲み物についておりますコップですが、環境に優しいリサイクルカッ

プを使用しております。こちらは、次回以降の会議でも使用させていただきま

すので、お持ち帰りなさらず、そのまま置いて帰ってください。 

当会議の公開、議事録の公表についてですが、議題４と報告事項の里親関係

につきましては非公開とさせていただきます。 

続きまして、本日の委員の皆様の出席状況でございますが、大川委員、織田

委員、今田委員、重田委員の４名の方から欠席の旨、ご連絡をいただいており

ます。 

委員20名のうち、16名の方に出席いただいておりますので、過半数に達して

おり、当会議は成立しておりますことをご報告申し上げます。 

ここで、太田前会長の辞任やこの分科会の部会として、設置認可部会が設置

されましたので、新たに６人の方が委員に加わっております。ここで、そのご

紹介をさせていただきますので、お名前を読み上げますので、恐縮でございま

すが、一旦ご起立いただきますよう、お願いいたします。 

千葉市社会福祉協議会常務理事、大場隆様。 

大場です。よろしくお願いいたします。 

千葉市民生委員児童委員協議会副会長、細野雅子様。 

細野でございます。よろしくお願いいたします。 

公認会計士、大川優子様。本日欠席でございます。 

植草学園短期大学福祉学科教授、佐藤愼二様。 

佐藤です。よろしくお願いいたします。 

千葉明徳短期大学非常勤講師、重田清江様。本日欠席でございます。 

千葉大学教育学部教授、中澤潤様。 

中澤と申します。よろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

それでは、まず初めに、こども未来局長より、ご挨拶を申し上げます。 

あらためまして、こんにちは。こども未来局長の石井でございます。 

本日、すごくのどかでいいときで、こういう会議というよりは、本当は近く
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鈴木補佐： 

 

 

 

三須委員： 

 

 

 

 

 

 

 

 

の公園で散歩が一番かなという気がいたします。 

また、この部屋はちょっと暑いんで、私もちょうど背広を脱がさせていただ

きます。どうぞ皆さんも上着のほうはおとりいただければなというふうに思っ

ております。 

さて、今日は、平成27年度以降に私どものこども未来局で所管をいたします

千葉市こどもプランについて、皆様方から貴重なご意見等をいただく予定でお

ります。 

このこどもの計画については、四つの柱、四つの計画が現在あるんですけれ

ど、その計画を一つにしてコンパクトな形でこども未来局はこういうことをや

るというのを一目で見られるような計画を作成するよう、今、事務局で一生懸

命頑張ってくれているところでございます。 

今日は、それぞれの皆様方の職責、お立場から、本当に忌憚のないお話をい

ただきまして、私ども事務方がそのご意見を頂戴しながら、立派な計画をつく

っていきたいと思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

それでは、ちょっと暑いですので、本当にリラックスした格好でどうぞ会議

を進めていただければというふうに思います。 

以上でございます。 

続きまして、太田前会長が辞任されまして、会長が不在となっておりますの

で、新しい会長が選出されるまでの間、会長職務代理者の三須委員に議事の進

行をお願いいたします。 

それでは、三須委員、ご挨拶をお願いいたします。 

只今、ご紹介いただきました市議会議員の三須と申しますが、本児童福祉専

門分科会の会長職務代理を務めております。 

平成26年度第３回千葉市社会福祉審議会児童福祉専門分科会の開催に当たり

まして、一言ご挨拶を申し上げます。 

本日は、皆様ご多忙のところ、このように多くの皆様にご出席をいただきま

して、まことにありがとうございます。厚く御礼を申し上げます。 

新しい分科会長が決まるまでの間、議事の進行を務めさせていただきますの

で、円滑な分科会の運営にご協力をいただきますよう、お願いをいたしまして、

簡単ではございますが、私の挨拶といたします。 
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鈴木補佐： 

どうかよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

 

議題 （１）分科会会長の選任について 

鈴木補佐： 

 

三須委員： 

 

植草課長： 

 

 

 

 

三須委員： 

 

大場委員： 

 

 

三須委員： 

 

 

 

三須委員： 

 

 

 

 

鈴木補佐： 

それでは、議事に入らせていただきます。 

三須委員、よろしくお願いいたします。 

それでは、早速ですけども、議題の分科会長の選任に入りたいと思います。 

事務局から、選任方法につきまして説明をお願いいたします。 

こども企画課の植草でございます。 

分科会長の選任方法につきまして、私のほうから説明申し上げます。 

千葉市社会福祉審議会条例第８条第３項の規定により準用する、第５条第２

項の規定により、会長は委員の互選によって定めることとなっております。よ

ろしくお願いいたします。 

只今、事務局の説明によりますと、分科会長は互選ということでございます

が、いかがでしょうか。 

会長でございますけれども、社会福祉法人設立等審査委員会の児童福祉部会

長を長く務められ、また、設置認可部会の部会長としても大変ご尽力いただい

ております、中澤委員にお願いしてはいかがでしょうか。 

ありがとうございます。 

大場委員より中澤潤委員を推薦する旨のご提案がございましたが、いかがで

しょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

ありがとうございます。 

それでは、中澤委員、会長をお願いしたいと存じます。 

では、これで、私の任務を終わりにさせていただきます。ご協力まことにあ

りがとうございます。 

それでは、よろしくお願いいたします。 

それでは、中澤会長のほうからご挨拶をお願いいたします。 
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中澤会長： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木補佐： 

 

 

それでは、微力ではありますけれども、分科会の会長を務めさせていただく

ことになりました。どうかよろしくお願いいたします。 

児童を取り巻く状況というのは、必ずしもノーマルではないと思っておりま

す。社会的養護を充実することとか、それから、子どもの虐待を防止すること、

さらには子どもたちの貧困を解消することなど、さまざまな問題が現在ありま

す。それは千葉市においても同様だと思います。そういう状況の中で、この分

科会というのは、児童の福祉に関するさまざまな調査、審議を行い、そしてま

た里親の認定に関しても意見を述べることなど、多様な仕事を持っていると思

います。 

なかなか責任は大きいのですが、皆様と一緒にしっかり務めていかなければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

本日ですけれども、平成27年度からの新しい千葉市こどもプランについての

審議がございます。千葉市の今後の子ども・子育ての方向を決める大変重要な

案件でありますので、活発な議論が展開されて実り豊かな審議になりますよう、

ご協力をよろしくお願いしたいと思います。 

どうかよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

ここからは、会長に議事を進行していただきたいと存じます。 

よろしくお願いいたします。 

 

議題 （２）「夢はぐくむ ちば こどもプラン」（後期計画）平成２５年度進捗状況について 

中澤会長： 

 

 

片桐部長： 

 

 

 

 

 

それでは、早速ですけれども、議題（２）の「夢はぐくむ ちば こどもプ

ラン」（後期計画）平成25年度進捗状況についてに入りたいと思います。 

事務局から説明をいただきたいと思います。 

こども未来部、片桐でございます。 

それでは、お手元に資料１－１はございますでしょうか。もし、手元にない

方がいらっしゃれば、事務局からお配りいたします。よろしいですか。 

それでは、説明に入らせていただきます。 

「夢はぐくむ ちば こどもプラン」（後期計画）の概要についてということ

で、まず、新しい委員さんもいらっしゃいますので、（１）で概要、ポイントを
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植草課長： 

 

 

 

 

 

 

三つご説明いたします。 

まず、①「趣旨」でございますけれども、本計画は子ども・子育て家庭を支

援するため、さまざまな分野にわたる施策を推進することによりまして、こど

もを安心して産み育てられる環境づくりを目指しまして、平成22年度に策定し

たところでございます。 

②の「計画の構成」でございますが、10の基本目標と30の基本施策、375の事

業から成り立っているところでございます。 

③「計画期間」ですけれども、今年度までの５年間ということで、この計画

が終わりますので、この後、説明いたします、千葉市こどもプランを策定する

と、そういう流れになっております。 

（２）でございます。平成25年度の計画の進捗状況でございますけれども、

表をご覧いただけますでしょうか。表の下から２番目、未着手、これは平成26

年度に着手する事業でございますので、平成25年度は、これ以外の378事業に対

しましておおむね実施したとする事業が340、終了した事業26を含みますと、全

体事業で96.8％を達成したというふうに整理しております。 

（３）のこの結果の公表ですが、①の公表方法にございますように、こうい

う法律に基づいて公表しなければならないこととなっておりますことから、こ

の進捗状況をホームページで公表するとともに、皆さんにこちらでご報告申し

上げている次第でございます。スケジュールはご覧のとおりです。 

（４）具体的にどんな事業を報告するかということでございますが、特定事

業というものでございます。括弧書きにございますように、国が特に重点を置

いて、数値目標の設定を義務づけた事業でございます。 

具体の事業につきましては、担当課長よりご説明申し上げます。 

それでは、引き続きでございますけれども、「夢はぐくむ ちば こどもプラ

ン」（後期計画）の平成25年度の進捗状況についてご説明いたします。資料の１

－２、特定事業の平成25年度進捗状況をご覧いただきたいと思います。Ａ３の

横の表でございますけれども、まず、表の見方につきましてご説明いたします。 

表の左側に番号が振ってございますけれども、この番号は先ほど部長が説明

いたしました、特定事業におけます通し番号でございまして、その右側がこど

もプランにおけます事業番号となっております。 
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続きまして、その右に事業名、事業内容を記載してございまして、その右隣

にこどもプランの整備目標として、この計画の策定段階であります平成21年度

末の現状値と計画の最終年度であります平成26年度におけます目標値、これを

対比しやすいように並べて記載してございます。その右側、増減から進捗状況

までが平成25年度の実績を記載している部分になります。 

この増減なんでございますけれども、平成25年度中における増減の状況を記

載しておりまして、その結果として平成25年度末の状況を年度末欄に記載した

ものでございます。 

また、実施状況欄には、平成25年度に実施した具体の事業の状況を記載して

おりまして、その内容に基づく評価を進捗状況欄に記載しております。この進

捗状況欄の、例えばこの丸ですけれども、これはおおむね実施したという意味

でございます。 

それでは、一番上の地域子育て支援拠点事業を例に説明させていただきます

と、平成21年度末の現状値では、地域子育て支援センター、これが７カ所、そ

れから子育てリラックス館が10カ所という状況に対しまして、平成26年度の目

標値としては地域子育て支援センターは７カ所のまま、それから子育てリラッ

クス館は12カ所に増加という目標を設定しております。 

その右の増減欄をご覧いただきますと、平成25年度末では地域子育て支援セ

ンターは７カ所のままですけれども、子育てリラックス館を１カ所増加したた

め、11カ所となっております。 

進捗状況を丸としておりますのは、整備目標としております施設の増加を図

るとともに、前年度と比較いたしまして利用延べ人数が増加、もしくは前年度

並みとなっておりまして、事業としておおむね実施できたものと評価できるか

らでございます。 

表の一番下にございます欄外の米印の一つ目に記載してありますように、整

備目標の単位、これは国により定められているものを用いておりますけれども、

例えば利用者数など、他の指標で事業が着実に推進されていることがわかる場

合や、事業の継続を目標にしている場合につきましては、おおむね実施できた

ものと評価するなど、あくまで単年度におけます事業の実施状況に基づく評価

としております。 
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一方、これに対しまして、平成26年度目標に対する進捗状況欄でございます

けれども、これは平成26年度目標に対する平成25年度末の状況を数値化し、欄

外の二つ目の米印に記載しておりますように、平成25年度の単年度における進

捗状況とは直接関連はございません。一番右の欄は、それぞれの事業の所管課

を記載しております。 

それでは、各事業の詳細につきまして改めて説明をさせていただきます。 

初めに、通し番号の１番、地域子育て支援拠点事業でございますけれども、

これは基本目標２「子育て家庭の育児力の向上」に位置づけられている事業で

ございます。親子のふれあいの場の提供、各種相談指導、また子育てに関する

情報提供等を行うもので、平成25年度につきましては子育てリラックス館が１

カ所増となっております。 

利用延べ人数は前年度と比較いたしまして、地域子育て支援センターは少々

減少しておりますけれども、子育てリラックス館は増加となっております。な

お、今年度は子育てリラックス館の整備運営事業者を募集しているところでご

ざいまして、１カ所の増加を図り目標達成を見込んでおります。 

その下の通し番号２番、ファミリー・サポート・センター事業でございます。

こちらは基本目標３「地域の育児力の向上」に位置づけられております。これ

は、子どもを預かってほしい、または育児を応援したいという思いがある会員

を相互に紹介いたしまして、会員相互の援助活動を支援するものでございます。

センターの設置数につきましては、既に１カ所設置しておりますので目標は達

成しており、活動件数等も前年度より増加しております。 

次に、通し番号３番から10番まででございますけど、基本目標４「仕事と家

庭生活の両立支援」に位置づけられておるものでございまして、まず３番の認

可保育所の整備等でございますが、これは保育所の新設や増改築、それと定員

増、弾力化により待機児童対策を図るものでございます。 

平成25年におきましては保育所の新設や定員変更により、最終的に361人の定

員増を図り、定員数を１万2,274人としたほか、弾力化によりまして入所児童数

も１万3,274人となっております。こちらにつきましては、平成26年度の目標値

を既に達成しているものとなっております。 

それから、４番目の休日保育事業でございますが、日曜・祝日・年末の保育
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事業に対応するものでございます。平成25年度は、民間保育園３カ所で実施し

たほか、先取りプロジェクト認定保育施設２カ所においても実施しており、前

年度より１カ所増加しております。 

また、利用延べ人数につきましても、前年度より増加しております。今年度

は、さらに１カ所増加を図り目標達成を見込んでおります。 

それから、その下、５番目の一時預かり事業でございます。保護者の疾病、

冠婚葬祭、育児疲れなど主に緊急一時的利用で、原則として１カ月当たり７日

を限度としております。平成25年度には５カ所増やし29カ所となりまして、利

用延べ人数も前年度より増加しております。今年度は、さらに５カ所の増加を

図り、目標達成を見込んでいるところでございます。 

その下、６番目の特定保育事業でございますが、こちらはパート就労等で断

続的に利用したいという方のための保育サービスの提供でございます。平成25

年度には２カ所増やし23カ所となり、また利用延べ人数も前年度並みとなって

おります。今年度は、さらに１カ所の増加を図り目標達成を見込んでいるとこ

ろでございます。 

その下、７番目の延長保育事業でございますが、仕事の都合等により、午前

７時から午後６時までの通常保育の時間帯以降に児童を預けたいという希望に

沿うため、午後８時、一部の保育所では午後７時までの保育を行うものでござ

いまして、平成25年度には７カ所増やし121カ所となりまして、利用延べ人数も

前年度より増加しているところです。なお、今年度は既に８カ所の増加を図っ

ているため、目標達成を見込んでおります。 

それから、その下、８番目でございますが、子どもルーム整備事業でござい

ます。これは小学校低学年の児童を対象といたしまして、放課後の遊び場、生

活の場を確保するものでございます。平成25年度では新規の開設はございませ

んでした。今年度も新規開設の見込みが立っておらず、目標達成が困難な見込

みとなっている状況でございます。 

それから、９番目の子どもルーム運営事業でございますが、子どもルームは

平日及び土曜日に運営しており、指導員の適正配置や研修の実施を行い運営し

ております。利用児童数につきましては、平成25年度に304人増え、7,079人と

なりました。なお、来年４月からは、利用対象児童を小学４年生まで拡大いた
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しますし、また、入所児童数の増加を見込んでおります。 

それから、その下、10番目、病児・病後児保育事業でございます。これは、

病気の回復期などにあるために、一般の保育所等に預けることができない児童

を診療所に併設した施設で保育を行うものでございます。平成25年度には新規

の開設がございませんでした。利用延べ人数につきましては、前年度より増加

をしているところでございます。なお、今年度は新規開設の施設はなく、目標

達成が困難な状況となっておりますが、既存施設の定員増を行い、受入枠の拡

充を実施しております。 

その下、11番目と12番目の事業でございますけれども、いずれも基本目標８

「支援が必要なこどもと家庭への対応」に位置づけられた事業でございます。 

11番目の子育て短期支援事業（ショートステイ事業）ですが、これは保護者

が病気や社会的な理由によって家庭での養育ができない場合に一時的に児童福

祉施設等で養育を行うものでございますが、目標値４カ所につきましては前期

計画で既に達成しており、25年度におきましてもこの４カ所の児童養護施設等

に委託して実施いたしました。利用延べ人数、利用延べ日数とも、ほぼ前年度

並みとなっております。 

最後の12番目でございますけども、子育て短期支援事業（トワイライトステ

イ事業）でございますが、こちらは先ほどご説明したショートステイと似てお

りますけれども、保護者が仕事などで恒常的に帰宅が遅い場合、または休日に

不在の場合に児童養護施設等で夕方から夜間、休日にその児童の養育を行うも

のでございまして、こちらも目標値である３カ所につきましては、前期計画で

既に達成しており、25年度はこの３カ所で実施しております。利用延べ人数、

利用延べ日数とも前年度より増加しております。 

以上の12事業が国から重点事業として、各市町村で数値目標を設定して推進

するものと定められた事業でございます。 

なお、この特定事業を含めた全事業に関しましては、資料１－３、個別事業

の平成25年度進捗状況に整理してございます。各事業の進捗状況につきまして

は、各事業それぞれの所管部局からはおおむね着実な推進が図られたとの報告

を受けております。 

これらの内容につきましては、本日、委員の皆様にご了承いただきましたら、



 

 
- 12 - 

 

 

 

 

 

 

中澤会長： 

 

 

畠山委員： 
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今月下旬から本市のホームページにおいて公表していく予定でございます。 

また、個別事業につきまして、本日は時間の関係でご説明できませんが、会

議後にもご意見等ございましたら、配付させていただいておりますご意見用紙

等によりまして、ファクスまたメールで事務局宛てにお送りいただければと存

じます。 

説明は以上でございます。 

ありがとうございました。 

只今の説明について、何かご質問、ご意見がございましたら、お願いいたし

ます。 

本日の議題では、特定事業の平成25年度の進捗状況についてまとめられてい

ますけども、今年度が５か年計画の最終年度になるんではないかと思うんです

よね。この特定事業のうち、進捗状況100％になっている事業は、平成27年３月

までに目標を達成でき、この計画は良かったのか、そういうことのご説明と、

それから、休日保育事業ですとか、一時預かり事業ですとか、進捗状況が100％

に満たないもの、特に病児保育についてはかなり低い数字ですが、この辺はど

うなのかということ。 

できなかった要因をきちっと総括してやらないと、次の計画を立てる時に、

また同じような項目を羅列するだけではだめで、個々の年度についてはいいで

すけども、５か年計画をやるときには、平成25年度の進捗状況だけじゃなくて

５年間の総括をきちっとしてご説明いただきたいと思います。 

まず、平成26年度目標に対する進捗状況のところ、これは100％と書いてある

のは、先ほどちょっと説明したとおりなんですけれども、現状値、この後期計

画策定時の現状値に対して平成26年度末での設定した数値目標、それに対して

どうなのかというところで、例えば一番下、11番目とか12番目のところをご覧

いただきますと、市内４カ所というところでショートステイ、あるいはトワラ

イトステイ、４カ所ないしは３カ所というところに対して既に平成25年度で４

カ所ないしは３カ所ということで、これは既に平成26年を待たずに設定した目

標値となっているということで100％としているところでございます。 

あと残り、100％いっていないところ、これらについては少なくとも今年度、

整理するなり何なりというような目標を立てているところでの数値目標達成に
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向けての事業を進めていくということで100％達成に向けた取り組みをしてい

るという状況でございます。 

あと、やっぱりちょっと総括してというところのご指摘がございましたけれ

ども、おっしゃるとおりで、後ほどまた説明いたしますけれども、次の５か年

の計画を立てるに当たっては、やはり現状分析が大事でございますし、要は今、

自分たちのいるポジション、事業がどういったポジションにあるのかというと

ころを見据えて、土台の部分をしっかり固めておかないと、次の目標に向けて

の目標値もきちっと定まっていかないというところでございますので、まだま

だプランのほうは策定段階ですけれども、そこはしっかりと分析をしながら目

標値のほうもぶれないように定めていきたいと考えております。 

よろしいでしょうか。 

よくわかんないです。ちょっといいですか。この待機児童の解消とか、こど

も未来局の皆さん、本当にみんな頑張っていい施策をやっていて、長期計画、

５か年計画を立てるというのは本当に難しいんですよね。ですけども、５年前

に策定した計画で毎年ローリングしてやっていて、これだけみんな頑張ってで

きたねという話と、そうは言ってもここはできなかったと。特に病児保育みた

いな一番できないところね、こういうやつは何でできなかったのかという問題

だと思うんですよね。この辺のところはきちっとここで議論されるか、全体の

中で総括しないと、また同じような目標を立てても、またこれはしようがない

ねということにならないようにしてくださいということだけです。 

おっしゃることは本当にもっともなんですけれど、私どもの今、平成26年度

の途中ということで、なかなか平成26年度の３月末の数字を挙げることができ

ないというジレンマも実はあるわけです。そうした中で、例えば地域子育て支

援事業のリラックス館などにつきましては、実は、現在12カ所目を募集してお

ります。 

先ほどちょっと課長から話もありましたけど、問題となっております病児・

病後児保育につきましては、１カ所、いわゆる箇所数の増加はできないんです

けれど、今年度、実はクリニックにご協力をいただきまして、１カ所で２カ所

分、いわゆる定員を倍にして運営しておりますので、実はここは９カ所になっ

ております。 
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それで、この中で、やはり67％という病児・病後児保育事業が一際目立つん

ですけれど、これは私ども部長ともずっと話をしているんですけれど、病児・

病後児保育、これから我々の一番の事業だなということで、さまざまな手法を

今、考えております。 

なかなか、今まだここでこうですという話はできないんですけれど、例えば

新たな小児科が千葉市で開院してくれる、それにあわせてお願いをするとか、

いろいろ税の面での配慮はできないのかとか、本来ならば、もうこれは10年以

上も前からやらなくちゃいけないことだったのかもしれませんけれど、なかな

かスローペースでしか増えていきませんので、どうにか起爆剤となるような手

法を近年、遅くとも来年中には考えてご提示をさせていただきたいなと。 

これは病児・病後児保育を今現在やってくれている熱心な先生方がおります

ので、先生方のご意見を十分反映しながら私どもの局としてはやっていきたい

というふうに思っております。 

全体的には、皆さんお考えのとおりで、年度途中ということで、こっちも歯

切れが悪くて申しわけないんですけれど、新年度からのプランにつきましては、

その点も含めましてきっちりやっていきたいと思います。 

よろしいでしょうか。 

あと、半年ほどの間にどこまで追いつけるかということと、それからちょっ

とこの平成26年が終わるまでには目標達成できないということになれば、それ

はそれで課題が見つかったということでもありますから、それをまた重点的に

頑張っていただくということでどうなのかなと思います。 

他にご意見などございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

ありがとうございました。 

それでは、まだご意見もあるかと思いますけれども、本日以降も随時提出で

きるということですので、配付した意見用紙にご記入の上、事務局まで提出い

ただければと思います。 

それでは、議題（２）の「夢はぐくむ ちば こどもプラン」（後期計画）の

平成25年度進捗状況について、決をとりたいと思います。 

事務局から示された案を了承することに、ご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 
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ありがとうございます。 

それでは、「夢はぐくむ ちば こどもプラン」（後期計画）の平成25年度進

捗状況につきましては、了承として答申することに決定いたします。 

 

議題 （３）「（仮称）千葉市こどもプラン」の策定について 

中澤会長： 

 

植草課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、続きまして、議題（３）でございます。 

事務局から説明をいただきたいと思います。 

引き続き、こども企画課、植草です。 

それでは、「（仮称）千葉市こどもプラン」の策定について、ご説明いたしま

す。恐れ入ります、資料２をお願いいたします。表紙に資料２と書いてござい

ますけれども、１枚めくっていただきまして資料２－１、夢はぐくむ ちば こ

どもプラン（後期計画）の評価、これをちょっとご覧いただきたいと思います。 

現在、私どもこども未来局におきましては、平成22年度から平成26年度を計

画期間とする千葉市の次世代育成支援行動計画、後期計画に基づきまして、施

策展開をしているところでございますけれども、平成27年度以降の計画を策定

するに当たりまして、後期計画で推進しております各事業の評価を実施してい

るところでございます。 

先ほどは、平成25年度、単年度の評価についてご説明いたしましたが、ここ

では今年度の見込みを含めました５年間の評価についてご説明いたします。 

まず、１、後期計画の評価についてでございます。 

ご覧の資料の１ページの下に評価区分とその説明を凡例として表にまとめて

ございますけれども、評価方法としましてＡからＣの３段階で評価を行いまし

た。 

Ａ、Ｂ、Ｃの順に、まず、Ａは計画を上回る成果があったもの、それからＢ

として、計画どおり実施したもの、Ｃが計画どおり実施されなかったとなって

おります。なお、現時点で評価見込みが立たない事業につきましては、未定と

しております。 

中段の表でございますけれども、基本目標の１から10に評価と事業費の推移

などをまとめてございまして、評価結果としましては、後期計画で実施してお

ります395事業のうち、Ａ評価が55事業、それからＢ評価が309事業、Ｃ評価が
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21事業となっております。 

次に、１枚めくっていただきまして２の主な取組みの評価でございます。 

こちらは、１から10までの各基本目標における主な取組事業の評価となって

おります。このうち、２事業ずつを例に各々の評価内容についてご説明いたし

ます。 

まず、基本目標１、次代を担うこども参画の推進でございます。 

主な取組みとしてこの表の中の２番目、「こどもの力フォーラムの開催」があ

りますけれども、これは子どもを取り巻くさまざまな課題について、こども、

市民、専門家、行政がともに考えるフォーラムを開催する事業でございます。

こちらは計画どおりに開催しております。 

それから、その下の３の「こどものまち開催」では、これはこどもたちが多

様な体験を通じて対人関係や問題解決能力などの社会性を寛容するこどものま

ちをこどもの参画を担うこどもたちを育成する仕組みとして位置づけ、計画ど

おりに実施、開催しているところでございます。 

それから、その下の基本目標２の子育て家庭の「育児力」の向上についてで

す。 

まず一つ目の「子育てハンドブック作成」では、各種行政サービス等の概要

を説明した冊子を配布しておりますが、平成25年度からウエブサイトと連動さ

せた新たな情報発信として、子育てナビに事業を引き継ぎまして新たな情報発

信を実施するなど、計画を上回る成果があったと考えております。 

それと、この表の５番目のところにあります、「子ども医療費に対する助成」

ですけれども、こちらは助成の対象を小学校就学前の児童から中学校３年生ま

で拡大し、計画を上回る成果を挙げることができたものと考えております。 

次に、その下の基本目標３、地域の「育児力」の向上についてです。 

一つ目、「子ども交流館の運営」では、こどもたちの交流の場、スポーツ、音

楽などをこどもたちのさまざまな活動を支援する事業となりますけれども、こ

ちらは計画どおり子ども交流館の運営を通じてこどもたちの活動を支援するこ

とができました。 

それから、４番目の「青少年育成委員会活動事業」は、青少年の健全育成活

動を総合的推進する青少年育成委員会の活動費用を補助する事業となりますけ
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れども、計画的に補助していくことができたものでございます。 

それから、その次が、右側のところでございますけれども、基本目標４、仕

事と家庭生活の両立支援についてですが、４の「認可保育所の整備」や、６の

「子どもルームの充実」などを５ページ目にございます３の特定事業の評価と

いうところでまとめてございますけれども、ここの評価において後ほど別途ご

説明したいと思います。 

続いて、基本目標５、子どもと母親の健康づくりをご覧いただきたいと思い

ます。 

まず一つ目の「エンゼルヘルパー派遣事業」ですが、これは妊娠中、出産後

４カ月以内で昼間、介護者がいない核家族世帯等に委託業者からヘルパーを派

遣し、家事及び育児に関するサービスを提供する事業となります。こちらは、

計画どおり実施することができました。 

それと、その下の２の「健康診査等」ですが、これは乳幼児健診で４カ月児

健診、１歳６カ月児健診、３歳児健診など、全ての健診において９割以上の受

診率を継続するなど、計画を上回る成果がありました。このため、評価はＡと

しております。 

それから、その下の基本目標６、次代を担う子どもをはぐくむ教育の充実に

ついてですが、まず一つ目、「子育ての手引き配布」、これは家庭教育資料作成

事業ですけれども、小・中学校入学時の保護者と小学５年生の保護者に子育て

支援の一環として子育ての手引きを配布する事業となりますが、こちらは計画

どおり実施することができました。 

それから、３番目の「ブックスタート事業」では、４カ月児健康診査に合わ

せて、絵本を手渡しボランティアが読み聞かせを行う事業となりますが、絵本

ボランティア養成者数が当初の目標を超えたほか、健診未受診者に対して家庭

訪問を実施し絵本配布するなど、計画を上回る成果を挙げることができました。

評価としてはＡ評価としております。 

それから、４ページ目になりますけども、基本目標の７、子どもや子育て家

庭にやさしいまちづくりについてです。 

ここの３番目の「子どもたちの森公園プレーパーク運営」でございますけど

も、これはこどもたちが自然の中で自分の責任で伸び伸びと自由に遊べる場と
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して、計画どおり運営することができたものでございます。 

それから、その下、４の「若者世帯（子育て世帯）の居住支援」では、子育

て家庭の住まいの支援を図るため、特定優良賃貸住宅の入居収入基準の下限の

緩和や、入居者負担額を原則５年間据え置くのびのびアシストを計画どおり実

施したものでございます。 

次に、基本目標８、支援が必要な子どもと家庭への対応についてです。 

こちらでは、４の「配偶者暴力相談支援センター」をご覧いただきたいんで

すが、これは計画策定当初は未設置でありましたけれども、平成25年10月に計

画どおり開設し、ＤＶ被害者に対する相談業務や緊急時における安全確保、情

報提供等の支援を行うことができたものでございます。 

それから、その下の５の「母子家庭等就業自立支援センター」ですけれども、

就業支援の講習会としてパソコン講習会のほか、介護職員初任者研修講習会を

計画どおり実施いたしました。 

次に、基本目標の９、子どもの安全の確保についてです。 

１番目の「学校セーフティウオッチ事業」です。こちらは、保護者、地域住

民がこどもたちの登下校の安全を見守る活動を支援する事業となりますけれど

も、セーフティウオッチャーの登録者数も年々増加し、計画どおり実施するこ

とができました。 

その下、２の「防犯対策事業」、これは防犯パトロール隊支援事業・防犯カメ

ラ設置事業ですけれども、こちらは市民による防犯活動を支援するため、パト

ロールに必要な物品を提供するとともに、繁華街における犯罪や悪質な客引き

等の未然防止のため、防犯カメラを設置する事業となりますが、こちらは第一

次実施計画における平成26年度の目標に達する見込みがないことから、Ｃ評価

となっております。 

このＣ評価の要因としましては、登録者の高齢化等により既存団体が統廃合

されたこと、結成に至らなかったことなどによりまして、パトロール隊数が伸

びず、支援物品の配付数も計画に満たすことができなかったためとなっており

ます。 

最後に、５ページ目のところにあります、基本目標10、就労支援の推進とグ

ローバル社会への対応についてです。 
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中澤会長： 

植草課長： 

 

 

 

ここの中では、３番目の「千葉市インターンシップ事業」でございますけれ

ども、本市の職場で高校生、大学生の実習受入を行う事業となりますが、予定

を超える人数を受け入れ、計画事業の成果を挙げることができたもので、Ａ評

価としております。 

それと、その下、４番目の「児童自立生活援助事業」でございますが、義務

教育終了後、児童養護施設を退所し、就職した児童に対し相談、その他の日常

生活上の援助及び生活指導を行う事業となりますけれども、こちらは計画どお

り継続して実施することができました。 

それと、５ページの下に書いてございますが、３の特定事業の評価について

です。 

まず、８の「子どもルーム整備事業」と、10の「病児・病後児保育事業」を

除いては、計画以上の成果が見込まれております。特に、３の認可保育所の整

備等につきましては、平成26年４月１日時点で入所者数が１万3,274人であり、

待機児童０を達成するなど計画を超える達成見込みとなります。 

計画どおり実施することができなかった２事業につきましては、８の「子ど

もルーム整備事業」、こちらは緊急対応が必要であった施設を優先的に整備した

ため、計画期間内に目標達成することができない見込みとなっております。 

また、10の「病児・病後児保育事業」につきましては、事業者の確保が困難

な状況であるため、先ほど畠山委員からのご質問をいただき、局長からもお答

えをさせていただきましたけども、計画を大幅に下回る見込みとなっていると

ころでございます。 

今回の評価につきましては、次に説明いたします平成27年度以降の計画の策

定に向けまして、施策の取り組みに反映してまいりたいと考えております。 

後期計画の５か年評価につきましては、以上となります。 

続けてよろしいですか。 

お願いします。 

続けて、資料２－２をご覧いただきたいと思います。 

Ａ３の横の資料でございますけれども、まず、左上、１の計画策定の趣旨に

ついてですが、平成27年度以降につきましては、こども未来局で所掌する事業

等、中心とした全てのこどもと子育て家庭への支援、それから青少年や若者に
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対する支援等を総合的に推進する計画として（仮称）千葉市こどもプランを策

定いたします。 

この（仮称）千葉市こどもプランは、「子ども・子育て支援事業計画」、それ

と「子ども・若者健全育成及び支援についての計画」、「ひとり親家庭自立支援

計画」及び「こどもの参画推進計画」これら四つの計画を一体的なものとして

策定いたします。 

次に、その下、２の計画期間についてですが、策定義務のあります「子ども・

子育て支援事業計画」の策定期間が５年間であることから、本計画についても

平成27年４月から平成32年３月までの５年間といたします。 

次に、３の計画の位置づけでございます。このこどもプランは、先ほど申し

上げましたように、四つの計画を一体的なものとして策定し、新基本計画を上

位計画とする個別部門計画といたします。 

また、「障害者福祉計画」や「学校教育推進計画」など関連計画との整合を図

ってまいります。 

右側のところに目を移していただきたいんですけど、４の計画の対象でござ

いますが、対象としては妊産婦、乳幼児、子育て世帯、及び概ね39歳までの子

ども・若者が対象となります。 

妊産婦、乳幼児、子育て世帯は、主に子ども・子育て支援及び母子保健に係

る施策の対象となります。 

それから、39歳までの子ども・若者でございますけれども、こちらは主にこ

どもの参画や健全育成に係る施策の対象となるほか、支援が必要な子ども・若

者への支援施策の対象となります。 

その下の５の基本理念ですが、上位計画である新基本計画との整合を図り、

こどもを安心して産み、育てやすい環境をつくるため、子育て支援を充実する

とともに、全ての子ども・若者が健やかに成長できるまちの実現を目指すこと

基本理念として計画の策定、推進に当たってまいります。 

それから、その下の６の計画策定の視点でございますが、ここに示してあり

ますように、四つの視点を持って策定してまいります。 

まず、①地域や社会全体で寄り添う子育ての支援では、出産から就学前児ま

での子育て支援施策を進めていく上での視点となっております。 



 

 
- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それと、②として、こどもの参画によるまちづくりの推進でございますが、

これは主にこども参画を推進していく上での視点となっております。 

それから、③子ども・若者の個性の尊重と健やかな成長の支援では、主に子

ども・若者の健全育成を進めていく上での視点となっております。 

最後、④ですが、支援が必要な子ども・若者と家庭への支援、こちらは主に

ひとり親家庭や障害児、子ども・若者のニート、ひきこもり等に対する支援を

進めていく上での視点となっております。 

裏面をご覧いただきたいんですが、すみません、今、ここに８で施策体系と

書いてございますが、これは通し番号で７の施策体系でございます。申しわけ

ございません。訂正をお願いいたします。 

この７の施策体系でございますが、こどもプランでは、今、ご説明しました

四つの策定の視点をもとに12の基本施策を柱に事業の推進に当たってまいりま

す。今、ここにお示ししている施策の並び順は順不同でございますけれども、

今後、素案策定に向けて各施策の性質や関連性を考慮しつつ並びを検討してま

いります。 

各施策の取組内容につきましては、もう１枚、資料２－３、Ａ３の資料でご

ざいますけども、資料２－３をご覧いただきますでしょうか。 

資料２－３の表を左から基本施策名、それから真ん中の列に施策に係る主な

取組内容、そして右の列に主な取組事業の例となっております。 

まず、基本施策１の子ども・子育て支援、一番上にございますけれども、こ

れにつきましては、策定義務のあります子ども・子育て支援事業計画に向けま

して記載が必須とされている取り組みとなります。 

次に、基本施策、その下の２の妊娠・出産・育児までの切れ目のない支援に

ついてですが、主に母子保健対策の取り組みとなっておりまして、子育て支援

施策の推進に当たっては母子保健関連施策の連携を図ってまいりたいと考えて

おります。 

次に、その下、基本施策の３、児童虐待防止対策の充実から、資料２－３の

裏面にあります基本施策の７の出産・子育て期におけるワーク・ライフ・バラ

ンスに関する施策についてですけれども、子ども・子育て支援事業計画におき

まして、記載が任意とされている取り組みであるほか、子ども・若者育成支援
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の推進を図る上で基本的な施策として、子ども・若者育成支援推進大綱に位置

づけられている取り組みとなっております。 

また、基本施策の５のひとり親家庭の自立支援の推進でございますけれども、

これはひとり親家庭の自立支援計画において定める必要があるとされている取

り組みとなっております。 

裏面のほうにあります基本施策の６の障害児施策の充実等については、平成

27年度に制定予定の第三次障害者福祉計画と整合を図る必要がありまして、取

組内容につきましては現在、私どもの保健福祉局高齢障害部と調整中でござい

ます。 

基本施策の８でございますが、こどもの社会参画の推進でございます。これ

につきましては、本市独自の計画であります、こどもの参画推進計画に位置づ

けられる取り組みとなります。 

そして、基本施策の９、子ども・若者の居場所づくりから一番下の基本施策

12の子ども・若者の健全育成につきましては、これは子ども・若者育成支援の

推進を図る上での基本的な施策として子ども・若者育成支援推進大綱に位置づ

けられている取り組みとなります。 

取組内容につきましては、主な取り組みの概要を示しておりますけれども、

本日、頂戴いたしますご意見等を取り入れまして、また国の動きを注視しなが

ら素案としてまとめてまいりたいと考えております。 

すみません、またちょっと資料２－２のほうに戻っていただきたいと思いま

す。先ほど、裏面のところで訂正させていただきましたけれども、左側の下に

ございます、審議機関における意見聴取のところ、これは９番となっておりま

すけれどもこちらも申しわけございません、８の審議機関における意見聴取と

いうところでちょっと訂正をお願いしたいと思います。申しわけございません。 

ここにつきましては、まず基本施策３の児童虐待防止対策の充実から、基本

施策６の障害児施策の充実及び基本施策８のこどもの社会参画の推進から基本

施策12の子ども・若者の健全育成までの施策の内容につきまして、本分科会に

おいてご意見を頂戴いたします。 

また、こどもプランの策定後は、その進捗状況の点検・評価においてもご意

見を頂戴してまいりたいと考えております。 
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なお、この施策体系の１、子ども・子育て支援及び施策の７、出産・子育て

期におけるワーク・ライフ・バランスの推進につきましては、この策定、点検・

評価のところに二重丸で書いてございますけれども、子ども・子育て会議にお

いて諮問してまいります。 

最後に、この裏面の右側の今後の策定スケジュールのところでございますが、

10となっておりますけれども、こちらもすみませんが、一番繰り上がりまして

９にしていただけますでしょうか。 

本日、これからいただきますご意見を基に、本年の今月中に素案を策定いた

します。その後、来月、本分科会、それと子ども・子育て会議におきまして素

案の諮問を行って、年明け１月にパブリックコメントを実施いたします。あと、

３月には、本分科会と子ども・子育て会議におきまして、最終案の諮問を行い、

３月下旬にこどもプランを策定する運びとなっております。 

説明は以上でございます。 

ありがとうございました。 

それでは、只今の説明について、何かご質問、ご意見はございましたらお願

いいたします。 

全般でよろしいですか。 

どこでも結構です。 

すみません。千葉市こどもプラン策定方針の部分で、これはもしかしたら議

論されている話なのかもしれませんけども、ちょっと確認なんですが、４の計

画の対象で、子ども・若者で概ね39歳までという表現がありますけれども、こ

の39歳までの多分、若者という意味なんだろうと思いますが、これが対象にな

っているという理由と、どういうことを想定されているのかというのをご説明

いただけたらと思うんですが。 

お願いします。 

健全育成課の渡邉といいます。 

おおむね39歳の子ども・若者ということですが、計画策定の趣旨のところの

上から３行目のところにある「子ども・若者育成支援推進法」が平成22年４月

に施行されました。この法律で言っている子ども・若者の定義というものが概

ね39歳と、法に基づいて規定されているものでございます。 
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この背景としましては、やはり20代、30代のニート又はひきこもり、という

社会問題がございまして、そういう方々への支援をしていこうと、この法律に

基づいての対象ということでご理解いただきたいと思います。 

なお、法律についてはこの計画というのは努力義務ということで、義務では

ございませんので、それを申しつけ加えておきます。 

ありがとうございます。 

法律上は年齢だけですか。例えば、結婚しているとか、そういうことは入っ

ていないのですか。 

そういうことはございません。30代までの子ども・若者という表現になって

います。 

わかりました。ありがとうございます。 

他には、ございますでしょうか。 

中溝です。 

すみません、ここで述べる意見なのかどうかというところなんですけども、

私、他にちょっとどういう形で出したらいいのかがわからないので、意見とい

うことで述べさせていただきます。 

資料２－３の社会的養護対策の充実というところで、具体的な取組事業の例

が挙げられております。確かに、厚生労働省が今、小規模化することで家庭的

養護を実現するんだという方針を出しているのはわかるんですけれども、実際

には小規模化していくことによって現場がかなり疲弊してしまう、かなり問題

が深刻化しているという実情がございます。 

そういった社会的養護の置かれている現状を見ますと、この取組事業で充実

していく目標ですよね。社会的養護の充実というところにつながるとはとても

正直思えない。 

やはり、人件費の問題が非常に大きいですし、あの最低基準で施設を回して

いくことなんかほとんど不可能な状態で、労働基準法違反は恒常化しているよ

うな状況が正直ございますので、何かしら千葉市として加算をつけるだとか、

東京都さんはいろいろ加算がついてかなり充実をしているなというところが比

較でございますので、そういった費用的な面でもう少し支援をしていただくよ

うな取り組みを考えていただけないものなのかなという希望で、千葉市の財政
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がとても厳しいのはわかっているんですけども、一応、意見として述べさせて

いただきたいと思います。 

それともう１点、非行に対する非行少年の立ち直りの対策というんでしょう

か、立ち直り支援というものがございまして、これ、本当に具体的にどんな支

援をしていくのかというのが非常に気になっております。 

まだこれから計画策定されるんだと思うので、気になっているということを

お伝えしたいんですけれども。やっぱり非行が10年前と随分違ってきまして、

反社会的な非行から非社会的な非行ということで、とてもパワーのないこども

たちが非常に増えているなと印象を受けております。 

恐喝だとか、そういうことをやれる子は最近、見どころがあるなと、それだ

けの力があるんだったら、その力を別の方向に向ければ何とかいけるなという

ふうに思えるような子たちが非常に多くなってきていまして、本当にパワーレ

スに陥っているこどもたち、そして家庭というものをどうエンパワーするのみ

たいな視点になってきているなというふうに感じております。 

となると、やはり非行防止のための環境づくり、そして虐待防止だとか、こ

ういったところを総合的に考えていかないと、恐らく非行の立ち直りというの

は難しいだろうというふうに思うんです。 

ですから、目標として一応、事業として整理していくという意味で、こうい

ったカテゴリーをつくるのはいいんですけども、実際には総合的に考えていか

ないと、実際の支援はかなり難しいのではないかと思っておりますので、一応、

意見として述べさせていただきます。 

ありがとうございます。 

何か具体的にお答えになれるような内容というのは想定されているんです

か、それともこれから検討していく、例えば小規模化をどう支えるのかという

問題、それから今の非行の様態が変わってきていることに対してどういうふう

な具体的な対応をとろうとしているのかというと。 

何かありましたら、お答えいただきたい。まだないのなら、これからそれを

ということで結構ですけども。 

ちょっと大きな話になっちゃうんですけれど、一つはさっきの財政的な行政

からの負担が、これはちょっと考えさせていただきたいなと。決して、こうい
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うご努力をいただいている皆さんや施設運営している皆さんに対して知らんぷ

りをするわけではございませんので、これはちょっとはっきり申して、財政的

な面が非常に大きいんで検討させてください。 

それと、非行につきましては、やはり今、考えますと、児童虐待ですとか、

ＤＶですとか、こういう系統がやっぱりこどもが成長するに当たって、どうし

ても非行のもとになり得る大きな要素だと思います。 

それで、私どもこども未来局としましては、区役所のこども家庭課あるいは

健康課等を含めまして、我々こども未来局が何をしなくちゃいけないのか、も

っと大きく言いますと千葉市が何をするのかという、今、考えているのは、私

はやはりこの虐待とＤＶの問題を千葉市がもっともっと発信していかなければ

いけないと。 

ですから、先ほどもちょっと話がありましたけど、配偶者暴力相談支援セン

ターを設けたり、あるいは各区に婦人相談員を増員したりですとかしておりま

す。それだけでよくなるということではございませんけれど、やはり人的要因

を各区にさらに配置を我々こども未来局としてはしていきたいと。 

ですから、そこだけが非行の始まりということではないかと思いますけれど、

できる範囲で一つ一つ芽を潰していきたいなというふうに思っています。ちょ

っと大きな話でお答えになってはないとは思いますけれど、今の段階でその程

度でしか申しわけありません。 

ありがとうございました。 

期待しています。 

次のこどもプラン策定方針の中で、計画策定の視点ということで、こどもの

参画によるまちづくりの推進が２番目に挙がっているんですが、前回の後期計

画の事業費の推移を見てみると、平成22年で150万円になっているのが平成26年

は140万円に減っていますよね。 

ここに全体の事業費の中でもかなり金額が少ないと思うんですけど、どうい

う人たちを参画させてやっているんでしょうね。 

例えば、全般的に小学校とか中学校が対象なのか、それとも39歳の人を集め

てやっているわけじゃないんだと思うんですよね。これ、本当に市長なんか一

生懸命でこういうふうに言っているんだけども、本当にこれが効果があるもの
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なのか、よく検証していただきたいと思います。 

僕らはやっぱり、子ども・子育て支援というか、やはりせっかくこども未来

局をつくったんだから、幼児教育、子育て支援とともに教育の大切さをきちっ

と次の中には入れていただいて、小学校と幼稚園とか保育園の接続期をどうい

うふうにやっていくかと。むしろこども未来局の中にも教育委員会の指導主事

くらいの人が来て、一緒になって幼児教育の充実を図るようなことを考えてい

ってもいいんではないかなと思います。 

それと、あと、特別支援のこどもたちがかなり今、増えてきて、全国的に見

ても５％か６％ぐらいいますし、それに対する一歩手前の気になるこどもとい

うのはたくさんいるんですよね。そういったこどもたちをできるだけ早い時期

に専門家の力をかりて、対応していけばかなりもっと解決すると、今、言われ

ています。そういったものも含めて、次期計画をつくるときには配慮してやっ

ていただきたいと思います。 

その中で、子ども・子育て会議と社会福祉審議会の専門委員もところの切り

分けはしていますけども、特別支援とかそれに対するようなことは子ども・子

育て会議でやったほうがいいんではないかなと思いますが、これは皆さんの、

メンバーにもよりますけどね、その辺ともご検討いただければと思います。 

ありがとうございます。 

こどもの参画に関する事柄、それから幼少期の接続についてのこと、それか

ら小さいこどもの子育て支援について、３点ありましたけど。 

まず、こどもの参画というのが一般的にちょっとなじみにくいのかなという

ところ、よく聞く言葉なんですが。 

まず、対象ですけれども、私どもは高校生ぐらいまでを考えています。 

何を目的にしているかというんですが、一般的に言われるのは日本のこども

たちって、2003年のユニセフの調査ですと、自己肯定感、自分の存在をきちっ

と認められないとか、自分は大した人間じゃないと。欧米に比べると日本のこ

どもたちというのは、自己肯定感がものすごく低い。また、将来に対する希望

というのをほとんど欧米に比べると低いというような状況でございます。 

そういった中で、私どもが目的にしているのは、まずきちっと自分たちが主

体的にものを考えて意見を言うというような訓練、そういうような場をつくっ
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て、例えばＣＢＴというこどものまちなんていうのは、そういうようなことを

つくっていく。 

最終的には、自分たちの住んでいるこの千葉市に対する自治意識、自分たち

のまちは自分たちでつくると。自分たちが発言したことが、施策に生かされた

という達成感を彼らに味わっていただくことによって、将来の自治する市民を

育てていくという、先は大きくそういうような目的を持っています。 

ただ、当面は自分たちの言ったことで、ああ大人も動いてくれたんだなとい

うようなこと、そんなことをもとに参画というのを徐々にですけれども、一朝

一夕にこれは進むわけではないと思います。それをやっていきたいというふう

に考えております。 

それから、２点目の幼児教育のお話ですけれども、基本的には学校教育のほ

うが中心になることなんで、こちらはどちらかというと福祉的要素が強い部分

になりますので、先ほど、障害者福祉計画と学校教育計画の重複とございまし

たけれども、むしろ向こうでプロの先生方が書かれたものを再掲していただく

というレベルにとどまるんで、むしろそれ以外の部分について、この会議では

ご議論いただきたいなというのが私どもの考えでございます。 

それから、最後の子ども・子育て会議のほうで主たるご審議をしたいという

お話でございますが、実は非常に役人っぽい言い方をしますと、所掌事務が条

例で決まっておりまして、子ども・子育て会議でできるのは区域と量と確保方

法策、それの進行管理ということになりますんで、むしろそれとはまた別に児

童福祉専門分科会の方が対象とする事務というのはもっと広ろうございますの

で、この場で皆さんからさまざまなご意見をいただきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

以上でございます。 

ありがとうございました。 

よろしいでしょうか。 

ちょっと１点お伺いしたいんですけども、千葉市こどもプランの構想（案）

の中、１番の教育・保育施設の中に一番最後のほうに量の見込みと確保方策と

ありますが、これはずっとこれからも引き継いでいくと思うんです。 

この前の子育て会議では、平成31年まで続けるという話でしたから、これは
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これで理解するとして、今度は虐待の関係になると社会福祉審議会が主になっ

てくると思うんです。これから認可外保育施設を認可保育所として認可してい

く、いわゆる最低基準をクリアしたら認可するというのは、これは千葉市は非

常に大きな責任があると思うんですね。 

前回みたいな事件というか、ああいうことが起きないためにも、ただ単に評

価ということですっと流れていっちゃっていいんだろうかということが、私自

身はちょっと懸念するんですよ。 

大きな目標としてはわかりますけど、ああいうことを一つ一つ、やっぱり検

証しながらやっていかざるを得ないんだな。なおかつ、安易に認可したとは言

いませんけども、そういうことが果たしてきちっと行われたにもかかわらず、

ああいうことが起こったのか、あれは特異な例として捉えているのか。 

これから、多分、量や質ということをうたわれてくるでしょうから、児童虐

待のほうとあわせて、その辺の考え方をちょっとお聞きしたいなと思っている

んですけど。ああいうことが、一つ一つ生かされた上で反省に立って今度は構

想になっていくのかとか、そういう流れというものをいま一度再確認しておき

たいんですが。 

ありがとうございます。 

まず、前回の事故の話で整理しておきますと、一つ申し上げるのは、あれ自

体は千葉市の認可外の施設で起こったということでございます。千葉市とのか

かわりで言うと、彼らがやっている事業が公益性があるので、その事業に対し

てお金を出していると。だから、あの事業そのものについて、市が責任を負う

べきものではないんですね。あくまでも、やっていることは公益性があるから、

だからお金を差し上げましょうと言っているだけなんです。 

それに限らず、千葉市には認可外保育施設事業者というのは、ものすごく多

くございますので、今、申し上げたお話は一つにすぎないんですけれども、こ

れから皆さんの知見を生かしてさまざまな事案、ここの場を通じまして課長の

もと、皆さんからいろんな意見をいただいて行政が進むべき方向性について、

いろいろご意見をいただいて、私どもはそれを受けてこれからどんどん計画に

ついては途中での見直しも含めて対応していきたいというふうに考えていると

ころでございます。よろしくお願いいたします。 
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それじゃあ、私が勘違い、認可されたものを認可を外したというふうに聞い

たもんですから、千葉日報なんかそういうふうに書いてあったような気もした

もんですから。違うわけですね。 

補助金の認定を外したということでございます。 

保育施設の社会福祉法人の認定もやっていますけど、多分、保育施設で社会

福祉法人の認可をやめた事例というのはほとんどないんだと思います。よく、

老人福祉施設、介護施設で、虐待があったんで取り消したとかって、そういう

のはありますけれども、まだ保育のそこでそういうふうな事案というのは発生

しておらないというふうに認識しております。 

ありがとうございます。 

認可外保育所でね、市の財政の公のお金を使うんですが、その公のお金を出

すときに、そこがそれにふさわしいかどうかというのは、やっぱり判定はすべ

きで、僕らずっと銀行の仕事をしているんだけど、極端に言ったら暴力団のフ

ロント企業でも、公益性があれば事業の金を出すかというようなことはできな

いわけだと思うんですよね。 

それから、ある程度一定の基準でなければお金は出せないというんで、その

辺等は認可しなくてもお金を出すときには一定程度の基準をきちんと設けて出

さないと、何が何でも公益性で認可保育園が足らないから認可外でお願いして

いるから、それについてやるというスタンスはどんなふうになっていますかね。 

すみません、説明が足らなくて申しわけございません。 

まず、事業を認可する際には、補助の要件として幾つか明文化したものがご

ざいます。それをクリアしているというのが第一です。 

ただ、市が補助している事業がその事業者にとって100％の事業でない場合も

ありますよね。要は、市が補助している事業はその事業者にとって半分の事業

かもしれない、そうしたときに残りの半分の事業について市は責任を負うもん

ではないということです。そういう意味で、先ほど申し上げました。 

補助金を交付するに当たって、幾つかの物差しで基準をクリアしているかど

うかを確認するんですが、それ以外にも研修、それから監査、現地の調査です

ね、ヒアリングとか。そういうようなことはやっておりまして、先日も事故発

生して１週間後に施設長さんを集めまして、そもそも虐待という定義、世の中
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一般では今こうなんですよという、個人が思っていらっしゃる虐待とは全然違

っている事例があったんだそうです。このレベルは虐待じゃないだろうと思っ

ている施設長さんがいたと。ところが世の中はそうじゃなくて、それも虐待で

すよ。 

要するに、小さいところでやっていますと、情報がないんで自分たちの価値

観で事業を展開してしまって、世の中とずれてしまう、そんな事案がわかった

ところで、今後、各施設長さんを含めて市が徹底的に情報を提供するとともに、

巡回指導、研修というのを展開していきたいというふうに考えております。 

以上です。 

ありがとうございました。 

よろしくお願いします。質問が二つと、あとは意見が一つです。 

質問の一つ目は、資料２－１の１ページです。１番、後期計画の評価という

ところの６番目、次代を担う子どもをはぐくむ教育の充実というところで、予

算は半減近く減らされているんですけども、評価は比較的高いんですけども、

これ、予算が減った背景ですとか、事業は推進できたのかなというのがちょっ

と疑問に思ったわけです。それは１点目の質問です。 

次の質問は、資料２－３のＡ３判のものの裏側ですね、６、障害児施策の充

実等というところの④番目です。障害児等特別な支援が必要な子どもの受け入

れを推進とは、どこに受け入れるという意味なのか、通常学級に受け入れると

いう意味なのかというところが質問の二つ目です。 

あとは、意見になるんですけれども、先ほど来話題になっておりました非行

の問題とか、あるいは虐待の問題、背景には例えば虐待なんかにしても半分ぐ

らいのケースは、背景に発達障害等のこどもの側の問題があるんじゃないかみ

たいなことも言われております。少年非行なんかも結果的に発達障害等がもと

もと素因としてあり、環境要因と絡んで結果的にやむなくということがあると

いったことがいろいろな調査研究なんかでも言われております。 

非行等に関して言えば、基本はやっぱり予防的な対応が大事だと思うんです

よね。それで、やっぱり学校教育はしっかりしなきゃいけないというふうに思

うので、先ほど畠山先生の意見にもあったように、やっぱり教育委員会等のお

立場の方がこの会議にも入っていただいて、ここに出ている施策はどちらかと
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いうと、なっちゃった後、どうしましょうかという議論になるので、できれば

その前にじゃあ、学校教育の話にばっかりなってはいけないんですけども、基

本はやっぱり予防的対応だろうなと思っております。 

さらに、遡ると、３番の児童虐待防止対策の充実というところの①番目のと

ころに乳幼児健診のことがございます。発達障害等で申しますならば、やはり

これからの乳幼児期の鍵は、自分は乳幼児健診であるだろうなというふうに思

っておって、市町によっては５歳児健診等を既にやっているところもございま

して、自分自身は５歳児健診は余り前向きではなく１歳半と３歳児健診をしっ

かりと、とにかくまず充実をさせていくということが大事だろうというふうに

思っておる次第です。 

充実させていくといった場合に、大事なのはやはり横のつながりですね。単

に乳幼児健診を、ちゃんと90何％の実施率ですよということだけではなく、そ

の後のフォローの体制をきちっと幼稚園あるいは保育園、そして親御さんを含

めて、小学校に接続するところまでの部分をきちっと乳幼児健診で上がってき

た、いわゆる気になる段階で発達障害の白黒つけましょうという話ではなくて、

きちっとフォローしていくというシステムがやっぱり大事だろうと思っておっ

てですね、幼・保とあるいは保護者とつながりながら小学校にきちっと接続を

していくというところは大事だと思いますので、そこの部分、養護教育センタ

ーさんのほうには多分、何かのシートみたいなのがあるのかもしれないんだけ

れども、何か幼・保・小と、あとは乳幼児健診と保健師さんがきちんとつない

でいくような何かのシステムが絶対に必要だろうなんていうふうに思っており

ますが、今後、来月以降の議論の中でまた深めていけたらと思っている次第で

す。 

以上です。ありがとうございました。 

ありがとうございます。 

１点目は、次代を担うこどもの区分の予算がかなり減っているところ、それ

から二つ目は、障害児施策のところで、こどもの受け入れって、どこへ受け入

れるのかということ、それから予防的な対応について、どういうふうに考える

のかという点から、健診の接続の話です、ちょっと四つほどありましたけど。 

一つ目のところでございますけれども、この６の事業費として、かなり減に
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なっているというところなんですが、主な理由といいますと、小・中学校の校

舎等のいわゆる改築事業、こういったものがこの計画期間の中で供用を開始し

て、事業費としては必要なくなったと。要は、老朽化に伴って改築をした中で

の事業費がトータルで減になっている。あるいは、いわゆる体育館とかそうい

ったようなものも改修工事を終えて事業費としては落ちたというのがほとんど

の要因でございます。 

それから、あと、障害児の受け入れですけれども、基本的に特定教育保育施

設、それから特定地域型の保育事業を行う者、それと放課後児童健全育成事業

を行う者などにつきましては、この障害児等の特別な支援が必要なこどもの受

け入れを推進するというところで、取り組みをこれから強めていくといいます

か、進めていくということとしておりまして、ここはまだちょっと具体的に何

というわけじゃないんですけれども、今後、このプランをより練っていく中で

進めていきたいというところでございます。 

あとはご意見の部分ですけれども、何かここは。 

あとは、ちょっと他の部局との関連もございますので、今、佐藤委員から頂

戴したご意見については、今後またこれも同様なんですけれども、まだまだち

ょっとプランとして詰めていく部分が重々ございますので、他局との積極的に

詰める作業を進めて、より内容を充実したものにしていきたいというふうに考

えております。 

ちょっと、このぐらいでご勘弁いただければと。 

ありがとうございました。 

先生方、まだご意見がおありかとは思うんですけれども、これはまた次回、

もうちょっと具体的な案が出てきたら、そこでもディスカッションできるかと

思いますので、今はここまでにさせていただきます。 

 

議題 （４）里親認定の適否について【非公開】 

 

報告事項 里親の区分変更について【非公開】 
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その他ですけれど、事務局からご連絡いただきたいと思います。 

その他ということで、今後のスケジュールにつきましてご説明をいたします。 

次回の本分科会でございますけれども、12月中旬を予定しております。日程

調整のため、今、皆様の机上にお配りしております予定確認表のご提出をお願

いいたします。本日、ご提出いただける場合は、お帰りの際、事務局のほうに

お渡しいただければと思います。 

議題としては、本日ご審議いただきました（仮称）千葉市こどもプランの策

定、これにつきましていただいたご意見をもとに我々事務局のほうで、計画案

を作成しまして、再びご審議いただくことを予定しております。 

スケジュールにつきまして、以上でございます。 

ありがとうございました。 

それでは、最後に、委員のほうから、それぞれ何かご意見、ご質問などあり

ましたらいただきたいと思います、ご意見などありましたら。 

よろしいでしょうか。 

それでは、次回、プランが出てくるかと思いますので、またよろしくお願い

したいと思います。 

それでは、予定しておりました議題等は以上で終了になります。皆様のおか

げをもちまして、予定どおり円滑に議事を進めることができました。どうもあ

りがとうございました。 

それでは、事務局にお返しします。 

それでは、以上をもちまして、平成26年度第３回千葉市社会福祉審議会児童

福祉専門分科会を閉会いたします。 

なお、資料３と４の里親に関する資料につきましては、個人情報があるため、

回収をさせていただきます。 

また、リサイクルカップについても机の上に置いたままでお願いいたします。 

それでは、委員の皆様方、本日は大変ありがとうございました。 

 

以上 

 


